
作業療法（（OTOT））とはとは？？

「病棟内でのでのOT」 とと「センターOT」 のの違いいはは？？

　皆さんは、「リハビリテーション」というと「歩行訓練」や「着替えや入浴」の生活に必要な
動作訓練など、主に体の動きに関する訓練というイメージを持つと思いますが、精神科作業療法
では塗り絵・麻雀などの卓上で行う作業や風船バレーや体操などの体を動かす作業、活動を
患者様に提供しています。
目的としては、本人にとって興味関心がある作業を提供することによって活動性や自主性が
高まり日中寝ている時間を減らし意欲的な生活へと繋がることを目指しています。

　作業療法（OT）は主に、各病棟の食堂と病棟の外にある作業療法室（センター）の2 箇所で
実施しています。各病棟でのOT は、その各階の患者様が対象となっています。一方でセンターOT は、
全病棟の患者様を対象にして、センター室で行っています。
　この活動場所の違いは主に活動規模が異なることです。普段、病棟内で過ごしているとその階が
一つの「社会」となりそこで生活範囲が完結しています。
しかしセンター室を利用することにより、病棟から出て他の病棟の交流することで生活範囲が
拡大し、社会性が向上します。

● 実 施 日 / 毎日（年末年始を除く）

● 時　　間 / ❶ 9：15 ～ 11：15 、❷13：30 ～15：30  の二部構成
● 活動場所 / 病棟内or センターOT 室

センター OT ・勉強会での調理 病棟 OT での創作活動
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● 当院では、患者様が地域で安心して暮らしていける為の支援をすすめています ●● 当院では、患者様が地域で安心して暮らしていける為の支援をすすめています ●



　まだまだ不慣れな点も多いですが、先輩 OT スタッフの指導の下日々切磋琢磨して
います。患者様と創作、カラオケ、リラクゼーションと様々な活動を行う事ができ、
楽しく過ごしています。私自身も患者様に楽しいと思ってもらえるようにこれからも
努力します。また、私は６F 病棟を担当させて頂いています。
６F は新しく入院してきた患者さんが中心なのでそういった方とも安心して過ごせる
ような環境づくりに努めます。

　入職してから病棟の作業活動を覚え患者様の退院支援に携わってみて思ったことは、
学校で習ってきたこととは全く違い、すべてが初めての体験だったので失敗することが
多かったです。先輩方の心優しい声掛けがあり何とかやっています。
　患者様の退院支援では、実際に退院後の生活の場に出て患者様と一緒に相談しながら
生活上のアドバイスをしています。退院に向けて支援できる職場で自分自身もスキル
アップできる場になっていると思います。この経験を活かして、患者様に頼られる

OT スタッフになれるように頑張ります。

新人OT スタッフへのインタビュー! !

プログラム表（ある病棟の一例）
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患者さん達の創作品

● 渡辺さん

● 横田さん
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今年の十五夜は、9 月29 日ですね。今年の十五夜は、9 月29 日ですね。
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